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「
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
概
念
を
め
ぐ
っ
て

村　

松　

惠　

二

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

新
し
い
右
翼
運
動
の
有
力
な
定
義
と
し
て
、
「
極
右
」
と
い
う
定
義
に
加
え

て
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
普
及
し
て
い
る
概
念
が
、
「
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
」
あ
る
い
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
「
極
右
」
と

い
う
言
葉
は
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
が
政
治
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も

つ
機
能
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
新
し
い
右
翼
運
動
を
「
極
右
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
し
た
場
合
、
ど
う
し
て
も
全
面
否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
消

え
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
傾
向
を
避
け
る
た
め
の
概
念
と
し
て
、
政
治
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
で
普
及
し
て
き
た
概
念
が
、
「
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
あ
る
い
は

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
右
翼
的
」
あ
る
い

は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
う
言
葉
で
政
策
の
方
向
を
示
し
、
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
大
衆
動
員
（
あ
る
い
は
大
衆
扇
動
）
に
重
点
を
お

く
〈
政
治
ス
タ
イ
ル
〉
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

「
右
翼
的
」
あ
る
い
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
論
述
を
も
と
に
す
れ
ば（

１
）、

そ
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な

い
。
し
か
し
、
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
い
っ
そ
う
複

雑
に
な
る
。
ま
ず
、
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
概
念
に
つ
い
て
の
議
論
の
整
理
か
ら

始
め
よ
う
。

Ⅱ　

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
か
ら
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
へ

　

「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
（populism

）
と
い
う
概
念
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英

語
辞
典
（
Ｏ
Ｅ
Ｄ
）
に
よ
れ
ば
、
初
出
は
一
八
九
三
年
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年

代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ギ
ル
デ
ッ
ド
エ
イ
ジ
」
の
あ
と
で
、
長
期

の
農
村
不
況
が
続
き
、
西
部
、
南
部
の
農
業
地
帯
に
お
い
て
、
農
民
の
不
満
を

背
景
に
各
地
に
農
民
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
を
基
礎
に
人
民
党
が
結
成
さ

れ
た
。
こ
の
運
動
が
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
を
自
称
し
、
そ
の
主
張
や
運
動
全
体
が

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
人
民
党
の
第
一
回
全
国
党
大
会
は

一
八
九
二
年
七
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
き
ら
か
に
、
こ
の
運
動
と
の

関
わ
り
で
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
は
じ
め
た
と
理
解
で
き

る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
対
義
語
は
エ
リ
ー
ト
主
義
で
あ
り
、
こ
の
運
動
に
と
っ

て
敵
で
あ
る
エ
リ
ー
ト
層
と
は
、
東
部
の
支
配
層
を
中
心
と
し
た
当
時
の
ア
メ

リ
カ
の
政
治
的
支
配
層
で
あ
っ
た（

２
）。

　

一
九
世
紀
末
の
こ
の
運
動
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
し
た
要
素
が
混
入
し
て

い
た
。
人
民
党
は
、
経
済
的
要
求
と
し
て
は
、
鉄
道
建
設
の
統
制
、
土
地
所
有

の
制
限
、
銀
貨
の
自
由
鋳
造
、
紙
幣
の
増
発
、
累
進
課
税
の
導
入
、
な
ど
を
要

求
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
都
会
生
活
の
あ
り
方
に
対
抗
し
て
、
農
民
と
農
村

の
生
活
を
基
盤
と
す
る
、
一
種
の
庶
民
的
反
知
性
主
義
が
根
底
に
あ
っ
た
。
ま

１　

本
稿
は
下
記
の
拙
稿
の
続
編
で
あ
る
。
「
極
右
概
念
の
再
検
討
」
、
青
森
法
学
会
『
青
森

法
政
論
叢
』
第
十
一
号
、
二
〇
一
〇
年
、
七
五-

九
〇
頁
。

２　

古
矢
旬
『
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム　

「
普
遍
国
家
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
（
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
二
年
）
、
第
二
章
。



2

３　

ア
メ
リ
カ
史
に
流
れ
る
反
知
性
主
義
的
傾
向
に
つ
い
て
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
ー
フ
ス

タ
ッ
タ
ー
『
ア
メ
リ
カ
の
反
知
性
主
義
』
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）

　

な
お
、「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
」
と
呼
ぶ
に
は
、
そ
の
詳
細
な
定
義
を
別
に
し
て
、
少
な
く

と
も
〈
大
衆
的
抗
議
運
動
〉
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
二
十
世
紀
前
半
に

生
じ
た
、
ナ
チ
ズ
ム
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
広
義
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
は
、
こ
の
時
期
の
最

大
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
論
の
文
脈
で
は
扱
わ
れ
ず
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
と
し
て
独
立
し
た
領
域
を
形
成
し
、

膨
大
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

４　

そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
結
果
が
図
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。G

hita Ionescu and 
Ernest Gellner

（eds

）, Populism
: Its M

eaning and N
ational Characteristics,1969.

５　

Ibid., p.1.

６　

Ibid., p.1.

７　

Peter W
orsley, T

he concept of populism
, in: Ghita Ionescu and Ernest 

Gellner

（eds
）, op.cit.,pp.212-250.

８　

Ibid., p.218.

９　

Ibid., pp.241-243.

た
、
宗
教
的
に
は
、
「
ス
コ
ー
プ
ス
裁
判
」
に
現
わ
れ
た
よ
う
な
反
進
化
論
の

立
場
に
た
っ
た
宗
教
的
原
理
主
義
の
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
え
る（

３
）。

　

社
会
科
学
か
ら
の
本
格
的
研
究
は
、
一
九
六
七
年
五
月
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
で

開
催
さ
れ
た
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
そ
の
第
一
歩
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
ア
メ
リ
カ
中
西
部
の
農
民
を
中
心
に
し

た
人
民
党
の
運
動
や
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
運
動
、
ま
た
、
二
十
世
紀
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
運
動
、
す
な
わ
ち
ブ
ラ
ジ
ル
の
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
主
義
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
の
ペ
ロ
ニ
ズ
ム
、
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
新
興
諸
国
の
独
立
運
動
な
ど
も
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
会
議
に
提
出
さ
れ
た
報
告
ペ
ー
パ
ー
を
中
心
に
研
究
書
が
編
集
さ
れ
た

が（
４
）、

編
者
の
一
人
ジ
ー
タ
・
ヨ
ネ
ス
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
の
研
究
の
第
一
の
関
心

は
、
一
九
五
〇
年
代
、
一
九
六
〇
年
代
に
、
冷
戦
の
中
で
独
立
し
た
多
く
の
新

興
国
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
多
く
の
発
展
途
上
国
で
展
開
さ
れ
た
独
立
運
動
は
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
新
興
諸
国
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
も
含
め
て
、
す
べ
て
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

に
共
通
の
知
的
源
泉
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
ら
は
単
一
の
現
象
の
部
分
な
の
か
、

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
一
つ
の
名
詞
に
対
応
す
る
一
つ
の
現
象
が
あ
る
の
か
、

こ
う
し
た
問
い
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

５
）。

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
言

葉
の
使
用
が
ま
す
ま
す
頻
繁
に
な
り
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
重
要
性
は
疑
い
な
い

が
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
の
か
、
だ
れ
に
も
判
然
と
し
て
い
な
い
、
「
教
義
と
し

て
あ
る
い
は
運
動
と
し
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
説
明
が
難
し
く
、
ま
た
、
変
幻

自
在
で
あ
る
」
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
正
確
な
概
念
規
定
が
ほ
し
い（

６
）、

こ
れ
が
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
の
共
通
の
関
心
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
共
同
研
究
の
結
論
と
も
い
う
べ
き
論
考
が
、
ペ
ー
タ
ー
・
ワ
ー
ス
レ
イ

に
よ
る
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
概
念
」
（
第
十
章（

７
））

で
あ
る
。
彼
は
、
ま
ず
、
端

的
に
、
国
際
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
を
典
型
と
す
る
よ
う
な
他
の
諸
イ
ズ
ム
に
対

抗
で
き
る
独
立
し
た
イ
ズ
ム
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る（

８
）。

そ
し
て
、
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
は
、
左
翼
的
で
も
右
翼
的
で
も
あ
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
発
展
し
た
社

会
に
も
発
展
途
上
の
社
会
に
も
、
都
市
に
も
田
舎
に
も
、
労
働
者
の
間
に
も
中

産
階
級
の
間
に
も
、
ま
た
小
作
農
の
間
に
も
存
在
す
る
、
と
主
張
す
る（

９
）。

　

こ
う
し
た
検
討
を
へ
て
、
ワ
ー
ス
レ
イ
は
、
結
論
的
に
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

を
〈
政
治
ス
タ
イ
ル
〉
と
し
て
定
義
し
よ
う
と
す
る
。
彼
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
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10 Ibid., pp.244-246.

11  Ibid., p.248.

12  M
argaret Canovan, Populism

,1981

13　

Ibid., pp.8-9.

14　

Ibid., p.8.

15　

Ibid., p.15.

16　

Peter W
iles, A

 syndrom
e, not a doctrine, in: Ghita Ionescu and Ernest 

Gellner, eds., Populism
. Its M

eanings and N
ational Characteristics, 1969, pp.166-

179.

シ
ル
ズ
に
依
拠
し
つ
つ
、
シ
ル
ズ
の
定
義
の
本
質
を
以
下
の
二
点
、
す
な
わ

ち
、
①
人
民
の
意
志
が
、
伝
統
的
制
度
の
基
準
や
他
の
階
層
の
意
志
な
ど
の
、

す
べ
て
の
基
準
に
優
位
す
る
こ
と
、
②
人
民
と
リ
ー
ダ
ー
の
間
に
、
制
度
に
媒

介
さ
れ
な
い
直
接
的
関
係
を
つ
く
る
こ
と
、
に
見
い
だ
す
。
そ
し
て
、
第
二
の

点
を
若
干
拡
張
し
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
人
民
と
リ
ー
ダ
ー
の
直
接
的
関
係

だ
け
で
は
な
く
、
疑
似
政
治
参
加
も
含
め
て
人
民
の
政
治
参
加
一
般
を
要
求
し

て
い
る
の
だ
、
と
主
張
す
る（

（（
（

。
ワ
ー
ス
レ
イ
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
「
民
主
主

義
と
社
会
主
義
の
伝
統
の
一
側
面
」
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
言
い
換
え

れ
ば
、
彼
は
、
い
わ
ゆ
る
「
参
加
民
主
主
義
論
」
の
主
張
に
沿
う
よ
う
な
方
向

で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
「
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
を
論
じ
る
際
に
さ
ら
に
詳
細
に
展
開
す
る
。

ワ
ー
ス
レ
イ
に
と
っ
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
、
絶
え
る
こ
と
な
く
繰
り
返
さ

れ
る
こ
の
政
治
ス
タ
イ
ル
、
す
な
わ
ち
、
人
民
が
政
治
は
自
分
た
ち
の
も
の
だ

と
主
張
す
る
、
そ
の
永
遠
の
試
み
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
研
究
の
第
二
の
古
典
は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
カ
ノ
ヴ
ァ
ン
の

研
究

（
（（
（

で
あ
ろ
う
。
カ
ノ
ヴ
ァ
ン
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
が
あ
ま
り
に
漠
然
と

し
、
適
用
範
囲
が
広
す
ぎ
る
状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
の
原
因
を
、
二
つ
の
観

点
の
混
交
と
矛
盾
に
み
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
、
農
村
に
お
け
る
民
衆
運
動

と
し
て
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
考
え
る
視
点
で
あ
り
、
第
二
は
、
エ
リ
ー
ト
と
一
般

民
衆
と
の
対
立
が
さ
し
迫
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
都
市
部
の
民
衆
運
動
と
し

て
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
と
ら
え
る
視
点
で
あ
る（

（（
（

。
カ
ノ
ヴ
ァ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
は
、
こ
の
「
明
ら
か
に
異
な
る
二
つ
の
角
度
か
ら
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

を
調
べ
て
き
た
」
。
そ
し
て
、
「
こ
の
二
つ
の
異
な
っ
た
視
角
の
不
調
和
が
諸

文
献
の
混
乱
と
矛
盾
の
原
因
で
あ
る（

（（
（

」
と
指
摘
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
論
じ
た
上
で
、
カ
ノ
ヴ
ァ
ン
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る

運
動
を
、
農
業
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
政
治
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
に
大
別
し
、
以
下

の
七
つ
に
分
類
す
る（

（（
（

。

　

ま
ず
、
農
業
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
し
て
、
①
農
場
経
営
者
の
急
進
的
運
動
（
た

と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
人
民
党
）　

②
小
作
農
の
運
動
（
た
と
え
ば
、
東
欧
の

農
民
政
党
）　

③
知
識
人
の
農
村
社
会
主
義
（
た
と
え
ば
、
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
運

動
）

　

次
い
で
、
政
治
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
し
て
、
④
独
裁
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ペ
ロ
ニ
ズ
ム
）　

⑤
民
主
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
レ
フ
ァ
レ

ン
ダ
ム
や
参
加
の
要
求
）　

⑥
反
動
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ォ
ー

ラ
ス
と
彼
の
信
奉
者
た
ち
）　

⑦
政
治
家
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
す
な
わ
ち
、

「
人
民
」
概
念
の
も
つ
統
合
力
を
活
用
す
る
戦
術
）

　

こ
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
た
過
去
の
現
象
の
相
互
関
係
を
ど
う
す
れ
ば
統
一
的

に
説
明
で
き
る
の
か
。
こ
の
点
で
、
カ
ノ
ヴ
ァ
ン
は
、
ペ
ー
タ
ー
・
ワ
イ
ル
ズ

の
論
考
「
症
候
群
だ
、
教
義
で
は
な
い（

（（
（

」
を
突
破
口
と
し
て
利
用
す
る
。
ワ
イ

ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
「
ど
ん
な
信
条
や
運
動
で
あ
れ
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
、
集

団
の
伝
統
の
中
で
暮
ら
す
人
民
に
徳
が
宿
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
な



4

17　

Ibid., p.166.

18　

Ibid., pp.167-171.

19　

M
argaret Canovan, Populism

,1981, p.291.

20　

Ibid., p.293.

21　

Ibid., p.294.

22　

Ibid., p.299.

23　

Ibid., p.294.

24　

Ibid., p.301.

25　

実
際
に
、
労
働
者
の
階
層
分
化
が
進
み
、
労
働
組
合
は
、
利
益
団
体
化
し
て
み
ず
か
ら
の

有
利
な
立
場
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
公
共
性
は
薄
く
な
っ
て
い
る
（
労
働
組
合
の
特

権
化
）
。
正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
、
外
国
人
労
働
者
と
自
国
労
働
者
、
エ
リ
ー
ト
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
（
い
わ
ゆ
る
ヤ
ッ
ピ
ー
）
と
現
場
労
働
者
、
管
理
労
働
者
と
一
般
労
働
者
、
労

働
者
の
間
で
も
、
労
働
の
規
制
緩
和
を
は
じ
め
と
す
る
、
新
自
由
主
義
政
策
の
受
け
と
め
方

が
ま
っ
た
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

ら
、
そ
れ
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
な
の
で
あ
る（

（（
（

」
こ
の
定
義
に
依
拠
し
て
、
ワ
イ
ル

ズ
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
運
動
を
諸
要
素
に
分
解
し
、
二
十
四
点
に

渡
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
症
候
群
と
し
て
整
理
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

カ
ノ
ヴ
ァ
ン
は
、
ワ
イ
ル
ズ
の
研
究
が
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
統
一
的
な
も
の

と
し
て
で
は
な
く
、
孤
立
し
た
症
候
群
か
ら
な
る
運
動
と
と
ら
え
て
い
る
点
を

高
く
評
価
し（

（（
（

、
こ
れ
ら
の
ば
ら
ば
ら
な
諸
要
素
の
結
合
が
全
く
偶
然
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
主
張
す
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
い
か
な
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
も
共
通
す
る

要
素
が
あ
る
の
か
と
問
い
を
た
て
、
以
下
の
二
点
―
―
①
人
民
を
賞
賛
し
、
人

民
に
訴
え
る
点
、
②
反
エ
リ
ー
ト
主
義
、
反
職
業
政
治
家
で
あ
る
点
―
―
は
、

例
外
な
く
い
か
な
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
も
存
在
す
る
と
指
摘
す
る（

（（
（

。
カ
ノ
ヴ
ァ

ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
以
外
に
は
、
共
通
の
要
素
は
な
い
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
曖
昧
で
あ
り
、
包
括
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
右
翼
、
左
翼

の
ラ
ベ
ル
を
貼
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

カ
ノ
ヴ
ァ
ン
の
研
究
は
、
上
記
の
七
つ
の
分
類
に
も
と
づ
い
た
詳
細
な
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
結
論
的
に
は
、
彼
女
は
、
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
の
必
要
性
を
確
認
し
つ
つ
も
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
の
曖
昧

さ
を
解
消
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
み
ず
か
ら
認
め
、
将
来
の
研
究
に
役

立
つ
こ
と
の
期
待
を
表
明
し
て
稿
を
閉
じ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

さ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
、
大
規
模
な
大
衆
的
抗
議
運
動
と
し
て
、
と

り
わ
け
一
九
八
〇
年
代
以
降
活
発
に
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
新
し
い
社
会
運
動
」

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
環
境
保
護
運
動
、
平
和
・
反
核
運
動
、
高
齢
者
の

権
利
擁
護
運
動
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
、
民
族
的
少
数
者
の
権
利
保
護
運
動
、

貧
困
撲
滅
運
動
、
な
ど
の
運
動
が
そ
れ
に
数
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
運
動
は
、

大
衆
的
抗
議
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
少
な

か
っ
た
。
こ
う
し
た
運
動
は
、
や
が
て
、
八
〇
年
代
中
葉
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
で
は
、
政
党
と
し
て
統
合
さ
れ
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

議
会
で
は
緑
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
）
。

　

こ
れ
ら
の
運
動
は
、
従
来
の
労
働
運
動
の
枠
内
に
お
さ
ま
ら
な
い
、
多
様
な

社
会
階
層
に
ま
た
が
る
運
動
で
あ
っ
た
。
政
治
的
方
向
性
も
従
来
の
左
右
の
分

類
に
直
接
に
は
対
応
し
な
い
、
一
種
の
公
共
的
利
益
団
体
と
い
う
べ
き
運
動
で

あ
っ
た
。
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
る
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
と

シ
ャ
ン
タ
ル
・
ム
フ
の
議
論
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
社
会
運
動
の
登
場
を
意
識

し
つ
つ
形
成
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
労
働
運
動
も
こ
れ
ら
の
多
様
な
社
会
運

動
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
れ
ら
の
運
動
を
、
根
源
的
で
複
数
的
な
民

主
政
（radical plural dem

ocracy

）
の
方
向
へ
と
統
一
し
よ
う
と
す
る
の
で

あ
る（

（（
（

。
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26　

O
liver G

eden, D
iskursstrategien im

 R
echtspopulism

us: F
reiheitliche 

Partei Ö
sterreichs und Schw

eizerische V
olkspartei zw

ischen O
pposition und 

Regierungsbeteiligung, 2006, S.18.

27　

Ebenda, S. 46.

28　

Ebenda, S.19.

29　

Florian H
artleb, Rechts- und Linkspopulism

us. Eine Fallstudie anhand von 
Schill-Partei und PD

S, 2004, 

　

さ
ら
に
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
新
し
い
社
会
運
動
に
対
抗
す
る
よ
う
な
形

で
展
開
さ
れ
て
き
た
、
時
と
し
て
、
暴
力
行
為
へ
と
進
む
よ
う
な
激
し
さ
を

伴
っ
た
、
「
新
し
い
右
翼
運
動
」
の
発
展
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
論
の
展
開
の
大
き

な
刺
激
と
な
っ
た
。
こ
の
運
動
に
対
す
る
反
応
と
し
て
は
、
ま
ず
こ
れ
を
か
つ

て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
現
代
的
現
象
―
―
現
代
版
フ
ァ
シ
ズ
ム
―
―
と
し
て
批
判

し
、
政
治
的
に
葬
る
こ
と
を
狙
っ
た
左
翼
的
な
政
治
潮
流
が
あ
っ
た
。
こ
の
潮

流
は
、
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
理
論
的
に
は
、
新
し
い
右
翼
運
動
を

「
極
右
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
把
握
し
よ
う
と
し
た
。

　

や
が
て
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
こ
の
新
し
い
右
翼
運
動
は
そ
れ
な
り
に
定

着
し
、
一
時
的
現
象
と
は
言
え
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
運
動
を
基
礎
と
し
て

結
成
さ
れ
た
政
党
が
、
選
挙
で
有
意
な
結
果
を
残
す
よ
う
に
な
る
と
、
議
会
政

治
と
選
挙
の
領
域
で
、
こ
れ
ら
の
政
党
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
が
問
題
と
な

り
、
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
性
格
に
着
目
し
た
概
念
規
定
が
普
及
す
る
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
「
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
名
称
が
頻

繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
名
称
は
、
む
し
ろ
、
新
し
い
右
翼
運
動
の
、
極
右
で
は
な
い
―
―
つ
ま

り
連
立
可
能
な
政
党
で
あ
る
―
―
と
い
う
性
格
を
強
調
す
る
概
念
規
定
で
あ
っ

た
。
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ゲ
デ
ン
の
判
断
で
は
、
新
し
い
右
翼
運
動
を
「
極
右
」
と

定
義
す
る
か
「
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
定
義
す
る
か
、
こ
れ
が
、
当
初
、

問
題
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
う
ち
に
、
多
く
の
研
究
で
右
翼
的

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
『
正
し
い
』
概
念
は
ど

れ
か
を
め
ぐ
る
争
い
は
…
…
明
ら
か
に
鎮
静
し
て
き
た（

（（
（

」
。
ま
た
、
彼
は
、
極

右
か
ナ
シ
ョ
ナ
ル
保
守
主
義
か
と
い
う
こ
と
は
ど
ち
ら
で
も
よ
く
、
重
要
な
の

は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
性
格
だ
、
と
主
張
す
る（

（（
（

。

　

こ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
本
質
い
か
ん
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
ゲ
デ
ン
は
、

具
体
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
人
民
党
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ペ
ロ
ニ
ズ
ム
、
さ
ら

に
は
、
近
年
の
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運
動
な
ど
に
言
及
す
る
。
彼
は
、
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
カ
ノ
ヴ
ァ
ン
の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
運
動
に
共
通
の
性
格
と
し
て
、
①
人
民
（V

olk

、people

）
を
引
き
合
い
に

出
す
こ
と
、
②
社
会
的
エ
リ
ー
ト
に
敵
対
す
る
こ
と
、
こ
の
二
点
を
指
摘
す

る
。
そ
し
て
、
結
論
的
に
は
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ド
ゥ
ビ
エ
ル
を
引
用
し
な
が

ら
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
の
本
質
を
「
政
治
家
や
政
党
、
そ
の
他
の
政
治
組
織

が
好
意
を
求
め
て
『
人
民
』
と
関
係
す
る
、
そ
の
特
殊
な
や
り
方（

（（
（

」
に
あ
る
と

把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
フ
ロ
リ
ア
ン
・
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
は
、
歴
史
的
考
察
を
含
む
カ
ノ

ヴ
ァ
ン
の
分
類
を
批
判
し
つ
つ
、
対
象
を
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
西
欧
民
主
政

諸
国
で
の
現
象
に
拡
大
し
、
現
在
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
分
類
と
し
て
、
以
下
の

よ
う
な
三
類
型
を
提
起
す
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
①
政
治
家
の
使
用
す
る
手
法
と
し

て
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム　

②
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
底
辺
民
主
政
（
草
の
根
民
主
政
）

　

③
政
党
の
タ
イ
プ
と
し
て
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党

と
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
）
、
で
あ
る
。

　

ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
の
特
徴
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
も
っ
ぱ
ら
右
翼
的
政
治
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30　

左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
は
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ド
ゥ
ビ
エ
ル
に
よ

れ
ば
、
一
九
六
〇
年
代
末
の
若
者
の
運
動
、
い
わ
ゆ
る
新
左
翼
運
動
に
対
し
て
、
軽
蔑
的
に

つ
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
っ
た
。H

elm
ut D

ubiel, H
rsg., Populism

us und A
ufklärung, 

1986, S.38f.

31　

Florian H
artleb, a.a.O

.,S.57.

32　

Ebenda, S.57f., S.315f.

33　

英
語
表
記
で
は
、
正
式
名
称
は
、A

ssociation for the T
axation of financial 

T
ransactions for the A

id of Citizens　

「
市
民
を
支
援
す
る
た
め
に
金
融
取
引
へ
の
課

税
を
求
め
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
（A

T
T

A
C Japan

に
よ
る
日
本
語
表
記
）

34　

Ebenda, S.20.

35　

Ebenda, S.61.

36　

Ebenda, S.68f.　

わ
が
国
に
お
け
る
本
格
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
研
究
は
、
近
年
そ
の
緒
に

つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
学
術
雑
誌
の
特
集
と
し
て
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

は
、
『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
四
十
二
号
（
二
〇
〇
八
年
春
号
）
の
特
集
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の

比
較
研
究
に
向
け
て
」
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
こ
の
特
集
で
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
は
、
ほ

志
向
と
結
び
つ
け
る
こ
と
の
誤
り
を
指
摘
し
、
「
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

（Linkspopulism
us

）（
（（
（

」
の
概
念
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
カ
ノ

ヴ
ァ
ン
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
左
右
の
図
式
に
し
た
が
っ
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し

な
い
点
を
批
判
し
、
人
民
に
呼
び
か
け
る
こ
と
だ
け
を
基
礎
に
据
え
よ
う
と
す

る
の
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
形
式
的
に
定
義
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
す
る（

（（
（

。

ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
に
よ
れ
ば
、
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
純
粋
に
『
右
翼
的
現
象
』
で

は
な
く
」
、
政
治
的
ス
ペ
ク
ト
ル
に
お
い
て
は
、
右
翼
に
も
左
翼
に
も
現
わ
れ

る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

す
で
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
研
究
に
お
い
て
も
、
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
概
念
が
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
志
向
と
結
び
つ
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た

し
、
毛
沢
東
指
導
下
の
中
国
社
会
主
義
運
動
を
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
解
し
た
研
究

も
あ
っ
た
。
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
は
、
右
翼
的
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
具
体
例
と
し
て
、
北
ド
イ
ツ
の
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
地
域
政
党

で
あ
り
、
党
首
ド
ナ
ル
ド
・
シ
ル
の
も
と
で
、
治
安
の
確
保
を
掲
げ
て
勢
力

を
拡
張
し
た
シ
ル
党
（
正
式
名
称
は
、
「
法
治
国
家
的
攻
勢
の
党
」
）
を
、

ま
た
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
具
体
例
と
し
て
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
統
一
社

会
主
義
党
の
流
れ
を
く
む
、
民
主
社
会
主
義
党
（PD

S

）
を
考
察
し
て
い
る
。

国
際
通
貨
取
引
税
（
ト
ー
ビ
ン
税
）
の
導
入
を
求
め
る
市
民
運
動
と
し
て
の

A
T

T
A

C

（
（（
（

な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
反
対
す
る
運
動
も
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

さ
て
、
政
治
志
向
と
無
関
係
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
を
設
定
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
、
政
治
活
動
の
方
法
と
ス
タ
イ
ル
に
概
念
の
内
容
が
限
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
に
よ
れ
ば
、
人
気
取
り
や
デ
マ
、
場

当
た
り
的
な
政
策
と
し
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
理
解
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
し
な
い
政
治
家
や
政
党
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
と
い
う（

（（
（

。
む

し
ろ
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
が
強
く
意
識
し
て
い
る
の
は
、
「
抗
議
運
動
」
と
い
う

性
格
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
、
「
一
九
六
〇
年
代
末
以

降
、
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
あ
る
い
は
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
変
種
と

な
っ
て
、
西
欧
的
背
景
の
な
か
に
登
場
し
て
き
た
政
党
や
運
動
を
指
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
政
党
や
運
動
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
に
適
応
し
、
ま
た
、

〔
社
会
を
〕
分
裂
さ
せ
る
よ
う
に
行
動
し
、
〔
自
分
た
ち
が
〕
道
徳
的
に
優
れ

て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
カ
リ
ス
マ
的
人
物
を
利
用
し
て
、
自
分
た
ち
が
支

配
層
と
既
成
政
党
に
反
対
す
る
人
民
（
同
質
的
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
）
の
声
で

あ
る
か
の
よ
う
に
欺
き
、
抗
議
の
た
め
の
動
員
に
都
合
の
よ
い
テ
ー
マ
を
掲
げ

る
の
で
あ
る（

（（
（

」
。
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ぼ
す
べ
て
の
イ
ズ
ム
と
結
合
可
能
で
あ
る
。
「
分
析
的
と
い
う
よ
り
は
、
記
述
的
な
も
の
」

と
の
断
り
が
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
小
泉
純
一
郎
首
相
や
石
原
慎
太
郎
東
京
都
知
事
の
政
治

支
配
を
例
と
し
た
、
日
本
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
「
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
」
と
名
付
け
た
興
味
深
い
研
究
が
あ
る
。

37　

Florian H
artleb, a.a.O

.,S.106ff. 

38　

Ebenda, S.142f.

　

そ
し
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
特
徴
を
以
下
の
八
点
に
ま
と
め
て
い
る（

（（
（

。

①
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
反
政
党
的
政
党
で
あ
る
。
既
成
政
党
を
批
判
し
、

自
己
を
運
動
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
た
だ
し
、
反
体
制
政
党
な
の
で
は
な

い
。

②
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
既
存
支
配
層
に
反
対
す
る
政
党
で
あ
る
。
反
エ

リ
ー
ト
主
義
が
特
徴
で
あ
る
。

③
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
タ
ブ
ー
を
打
破
す
る
政
党
で
あ
る
。

④
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
宣
伝
効
果
を
自
覚
し
て
い
る

政
党
で
あ
る
。

⑤
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
カ
リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー
の
政
党
で
あ
る
。
こ
の
点

は
、
過
激
主
義
（Extrem

ism
us

）
の
諸
政
党
と
共
通
す
る
特
徴
で
も
あ
る
。

⑥
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
重
視
し
、
わ
れ
わ
れ
意
識

を
作
り
出
そ
う
と
す
る
。

⑦
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
代
表
民
主
政
に
疑
念
を
抱
き
、
人
民
投
票
を
求
め

る
。

⑧
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
単
一
争
点
政
党
で
あ
り
、
選
挙
民
を
扇
動
し
や
す

い
テ
ー
マ
を
選
択
す
る
。

　

右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム　

こ
の
よ
う
に
、
左
翼
・
右
翼
、
い
ず
れ
の
陣
営
に

も
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
成
立
す
る
と
し
た
う
え
で
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
は
、
「
右
翼

的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
の
特
徴
を
、
外
部
の
人
び
と
、
す
な
わ
ち
移
民
、
外
国

人
、
犯
罪
者
な
ど
に
敵
対
す
る
点
に
見
い
だ
す
。
そ
し
て
、
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
政
党
の
指
標
と
し
て
、
以
下
の
六
点
を
あ
げ
て
い
る（

（（
（

。

①
反
移
民
政
党
で
あ
る
。
大
量
の
移
民
に
よ
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
が
危
機
に
陥
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

②
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
政
党
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
し
て
、
右
翼
的
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
保
護
主
義
を
対
置
す
る
。
多
国
籍
企
業
に
猜
疑
を
抱
き
、
国
内

の
雇
用
喪
失
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

③
「
法
と
秩
序
」
の
政
党
で
あ
る
。
犯
罪
の
防
止
と
秩
序
の
維
持
を
目
標
と
し

て
掲
げ
る
。

④
反
Ｅ
Ｕ
政
党
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
な
ど
の
超
国
家
機
関
に
反
対
し
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
作
り
出
す
路
線
を
と
る
。

⑤
反
ア
メ
リ
カ
主
義
の
政
党
で
あ
る
。
超
大
国
と
し
て
の
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
覇
権
を
批

判
す
る
。

⑥
社
会
的
な
利
益
供
与
の
党
で
あ
る
。
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
根
本
的

に
は
新
自
由
主
義
的
志
向
を
も
っ
て
い
る
が
、
保
護
主
義
的
に
弱
者
を
保
護
す

る
約
束
を
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
の
理
解
で
は
、
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
「
極

右
」
お
よ
び
保
守
主
義
に
対
し
て
、
い
か
な
る
関
係
に
立
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
に
と
っ
て
、
極
右
（
右
翼
的
過
激
主
義
）
と
は
、

「
民
主
的
憲
法
国
家
に
敵
対
な
い
し
そ
れ
か
ら
一
線
を
画
す
概
念
」
で
あ
る
。
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39　

Ebenda, S.112.　

114

頁
で
は
、
「
憲
法
に
定
着
し
た
民
主
主
義
的
ゲ
ー
ム
規
則
を
完
全

に
あ
る
い
は
広
範
に
廃
止
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
お
り
、
…
…
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
憲
法
に
抵
触
す
る
方
法
を
用
い
る
」
政
党
や
勢
力
、
活
動
に
、
極
右
と
い
う
名
称
を
与
え

て
い
る
。

40　

Ebenda, S.113.

41　

Ebenda,S.112.

42　

E
benda, S.111f.　

 

本
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
、extrem

とextrem
e

を
「
過
激
」

radikal
とradical

を
「
急
進
的
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
こ
の
文
脈
で
は
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ

は
、
両
者
を
ほ
と
ん
ど
区
別
し
て
い
な
い
。

43　

Ebenda, S.111f. 

44　

こ
の
段
落
で
の
引
用
は
、Ebenda, S.111, S.112, S.111.

そ
し
て
、
極
右
は
「
民
主
的
憲
法
国
家
の
価
値
観
念
を
直
接
、
間
接
に
拒
否
す

る
政
治
的
見
解
」
を
も
っ
て
い
る
。
極
右
は
、
「
人
間
の
根
本
的
平
等
を
否
定

し
、
民
族
的
少
数
派
に
攻
撃
的
に
接
し
、
人
種
主
義
的
基
準
に
従
っ
て
、
自
分

の
世
界
像
を
形
成
す
る（

（（
（

」
。

　

具
体
的
に
は
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
は
、
ド
イ
ツ
を
例
に
と
り
な
が
ら
、
五
点
に

わ
た
る
極
右
の
指
標
を
明
ら
か
に
す
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
①
第
三
帝
国
に
対
し
て

親
近
感
を
も
つ
こ
と　

②
人
種
論
に
も
と
づ
い
た
民
族
共
同
体
の
観
念
を
も
つ

こ
と　

③
自
己
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
賞
賛
す
る
こ
と　

④
人
種
差
別
と
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
の
表
現
と
し
て
の
外
国
人
嫌
悪　

⑤
民
主
主
義
的
制
度
と
そ
の
代
表
者
を

非
難
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
政
治
的
過
激
主
義
（
そ
し
て
急
進
主

義
）
と
は
存
在
す
る
次
元
を
異
に
す
る
も
の
と
と
ら
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
次
元
は
、
民
主
政
的
で
も
、
反
民
主
政
的
で
も
な
く
、
政

治
文
化
と
政
治
構
造
と
の
多
元
性
・
多
様
性
の
一
側
面
な
の
で
あ
る
。
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
は
、
―
―
し
ば
し
ば
異
論
と
疑
念
も
出
さ
れ
て
は
い
る
が
―
―
民
主
政

と
両
立
し
う
る
の
で
あ
る（

（（
（

」
と
。
し
た
が
っ
て
、
彼
に
と
っ
て
、
「
右
翼
的
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
過
激
主
義
の
特
徴
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
が
、
同
時
に
…
…

は
っ
き
り
と
民
主
主
義
的
特
徴
を
も
つ
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る（

（（
（

。

　

ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
は
、
具
体
例
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ピ
ム
・
フ
ォ
ル
タ
イ
ン

党
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
で
は
あ
る
が
、
過
激
で
は
な
い
。
ベ
ル
ギ
ー
の
フ

ラ
ー
ム
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
戦
線
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
で
あ

り
、
同
時
に
過
激
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
国
家
民
主
党
（
Ｎ
Ｐ
Ｄ
）
に
は
、
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
指
標
は
欠
け
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

そ
し
て
、
彼
に
よ
れ
ば
、
「
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
極
右
と
の
間
に
、
あ

る
点
で
は
重
な
る
面
が
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
と
証
明
で
き
る
」
。
し
か
し
、

両
者
は
、
「
決
し
て
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党

（
あ
る
い
は
運
動
）
は
、
は
じ
め
か
ら
反
民
主
政
的
あ
る
い
は
憲
法
に
敵
対
的

な
立
場
を
と
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
民
主
政
を
担
い
う
る
要
素
を
示
す
こ

と
が
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
過
激
主
義
の

特
徴
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
が
、
同
時
に
…
…
は
っ
き
り
と
民
主
主
義
的
特
徴
を

も
つ
こ
と
も
あ
る（

（（
（

」
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
保
守
主
義
と
の
あ
い
だ
に
は
、

ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
は
何
の
共
通
性
も
見
い
だ
さ
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
右
翼
的
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
価
値
観
に
つ
い
て
は
移
り
気
で
あ
り
、
反
エ
リ
ー
ト
主
義
を

貫
き
、
制
度
を
高
く
評
価
し
な
い
。
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
社
会
を
わ
れ

わ
れ
と
彼
ら
と
に
分
裂
さ
せ
、
そ
の
思
想
の
あ
り
方
が
機
会
主
義
的
で
あ
る
。

他
方
、
保
守
主
義
は
、
安
定
し
た
確
た
る
価
値
観
を
も
ち
、
エ
リ
ー
ト
主
義
に
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45　

Ebebda, S.110.

46　

Ebenda, S.170.

47　

Ebenda.

48　

Ebenda, S.171f.

49　

Ebenda, S.147.

た
ち
、
制
度
を
高
く
評
価
す
る
。
保
守
主
義
は
、
社
会
の
統
合
を
求
め
、
精
神

的
基
礎
と
な
る
統
一
的
思
想
を
抱
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ

は
、
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
保
守
主
義
を
対
立
さ
せ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム　

他
方
で
は
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
は
、
左
翼
に
も
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
。
彼
は
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
特

徴
を
、
支
配
層
に
敵
対
し
つ
つ
、
「
大
衆
の
常
識
の
底
に
沈
殿
し
て
い
る
、
進

歩
的
、
平
等
主
義
的
、
連
帯
主
義
的
、
反
抗
的
な
心
情

（
（（
（

」
を
再
び
活
性
化
し
よ

う
と
す
る
点
に
み
る
。
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
中
核
に
は
、
二
つ
の

側
面
が
あ
り
、
一
つ
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
一
般
の
特
徴
と
し
て
、
垂
直
的
に
、

上
流
階
層
の
彼
ら
、
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
に
敵
対
す
る
こ
と
。
第
二

は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
左
翼
的
変
種
に
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
水
平
的
に
、

フ
ァ
シ
ス
ト
や
資
本
家
、
多
国
籍
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
敵
対
す
る
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。

そ
し
て
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
指
標
を
以
下
の
六
点
に
ま
と
め
て
い
る（

（（
（

。

す
な
わ
ち
、

①
平
和
の
党
で
あ
る
。
平
和
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
と
り
わ
け
Ｕ
Ｓ
Ａ
を
敵
と
し

て
、
人
民
を
動
員
す
る
。

②
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
政
党
で
あ
る
。
新
自
由
主
義
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
闘

う
。
利
益
第
一
の
志
向
と
多
国
籍
企
業
の
拡
大
に
反
対
す
る
。

③
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
反
人
種
差
別
の
党
で
あ
る
。
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
諸

組
織
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
と
反
フ
ァ
シ
ス
ト
と
い
う
人
工
的
な
二
分
法
を
作
り
出

し
、
敵
を
フ
ァ
シ
ス
ト
に
し
て
信
用
を
失
わ
せ
よ
う
と
す
る
。

④
反
ア
メ
リ
カ
主
義
の
党
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推

進
す
る
。

⑤
社
会
的
弱
者
を
救
済
す
る
党
で
あ
る
。
住
民
の
間
の
貧
困
へ
の
不
安
を
あ
お

る
。
国
家
が
保
護
主
義
的
に
介
入
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

⑥
無
制
限
の
政
治
参
加
を
求
め
る
。
レ
ー
テ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
な
い
し
直
接
民

主
主
義
に
類
似
し
た
思
想
を
も
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
の
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
概
念
を
さ
ら
に
明
確

に
す
る
た
め
に
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
左
翼
的
な
諸
政
党
（
運
動
）
と
の

違
い
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
を
み
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
は
、
「
左
翼
的
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
」
型
の
政
党
に

つ
い
て
論
ず
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
新
し
い
社
会
運
動
」
に
属
す
る
諸
政
党

を
指
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
政
党
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
、

脱
物
質
主
義
的
価
値
観
を
体
現
し
た
潮
流
で
あ
り
、
新
し
い
政
治
の
テ
ー
マ
と

し
て
、
両
性
の
平
等
、
自
己
決
定
、
軍
縮
、
分
権
化
、
環
境
保
護
な
ど
を
取
り

上
げ
る
。
具
体
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
緑
の
党
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

　

ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
に
と
っ
て
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
政
党
や
運
動
は
、
左
翼
的
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
彼
は
、
そ
の
根
拠
を
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
が
「
際
限
の
な
い
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
を
行
動
原
理
と
し
て
も
っ
て
お

り
、
「
気
ま
ぐ
れ
で
、
一
貫
性
が
な
く
、
予
測
不
可
能
で
あ
る
」
点
に
み
る
。
左

翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
左
翼
的
リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
諸
政
党
と
は
異
な
り
、
そ
の

根
底
に
脱
物
質
的
価
値
観
を
も
っ
て
は
い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

そ
し
て
、
こ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
い
う
側
面
は
、
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
や
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ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
率
い
る
社
会
民
主
主
義
の
行
動
と
似
て
い
る

が
、
し
か
し
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
「
抗
議
と
い
う
要
素
と
反
エ
リ
ー

ト
主
義
的
姿
勢
」
に
よ
っ
て
、
社
会
民
主
主
義
か
ら
区
別
さ
れ
る
と
、
ハ
ル
ト

レ
ー
ブ
は
主
張
す
る（

（（
（

。

　

さ
ら
に
、
「
極
左
」
（
左
翼
的
過
激
主
義
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ハ
ル
ト

レ
ー
ブ
は
、
オ
シ
ッ
プ
・
フ
レ
ヒ
ト
ハ
イ
ム
や
フ
ラ
ン
ク
・
デ
ッ
カ
ー
の
理
論

を
援
用
し
な
が
ら
、
極
左
が
「
民
主
的
立
憲
国
家
に
敵
対
す
る
」
こ
と
、
一
般

に
、
過
激
主
義
は
、
「
本
質
的
に
幻
想
を
追
い
求
め
、
教
条
主
義
的
で
あ
り
、

エ
リ
ー
ト
主
義
的
で
あ
り
、
権
威
主
義
的
で
あ
る
」
と
し
て
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
が
、
必
然
的
に
極
左
と
堅
く
結
び
つ
く
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
と
主

張
す
る（

（（
（

。
ま
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
ヘ
ル
ツ
ィ
ン
ガ
ー
を
援

用
し
て
、A

T
T

A
C

（
国
際
的
な
ト
ー
ビ
ン
税
導
入
運
動
）
を
例
に
出
し
な
が

ら
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
、
根
本
的
に
反
シ
ス
テ
ム
的
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
主
張
し
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
極
左
と
同
じ
で
は
な
い
こ
と

を
強
調
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
の
学
生
反
乱
の
衣
鉢
を
継
ぎ
な
が
ら
、
急
進
的
な
社

会
主
義
的
改
革
を
求
め
た
政
治
集
団
と
し
て
の
新
左
翼
に
関
し
て
は
、
ハ
ル
ト

レ
ー
ブ
は
、
一
方
で
は
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
「
い
く
つ
か
の
新
左
翼
の

理
念
に
依
拠
し
て
い
る（

（（
（

」
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
両
者
の
対

立
は
明
瞭
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
根
拠
を
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
は
る
か

に
機
会
主
義
的
で
あ
り
、
新
左
翼
の
理
念
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
依
拠
し
て
は
い

な
い
こ
と
に
見
い
だ
す
。
す
な
わ
ち
、
知
的
な
方
向
性
を
示
す
と
い
う
こ
と
は

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
は
あ
り
え
な
い
、
む
し
ろ
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
単
純
な
反
エ

リ
ー
ト
主
義
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
利
用
す
る
の
だ
、
と（

（（
（

。

　

こ
う
し
た
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
叙
述
を
、
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
の
叙
述
と
比
較
し
て
み
る
と
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
に
お
い
て
は
、
左
翼
的
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
概
念
が
非
常
に
狭
く
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼

が
、
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
例
と
し
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
の
は
、

旧
東
ド
イ
ツ
の
政
権
党
の
流
れ
を
く
む
民
主
社
会
主
義
党
（PD

S

）
で
あ
る

が
、
む
し
ろ
、
こ
の
党
の
あ
り
方
に
引
き
つ
け
て
こ
の
概
念
を
形
成
し
た
印
象

を
否
め
な
い
。
む
し
ろ
、
新
し
い
社
会
運
動
を
含
め
、
左
翼
的
な
政
策
的
志
向

を
も
つ
、
広
範
囲
の
大
衆
的
抗
議
運
動
を
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
と
ら
え
た

方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ハ
ル
ト
レ
ー
ブ
に
と
っ
て
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
左
右

の
政
治
志
向
と
は
直
接
関
わ
ら
ず
、
右
翼
的
な
も
の
に
も
左
翼
的
な
も
の
に
も

な
り
う
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
自
動
的
に
右
翼
的
な
も
の
と
す
る
の
は
誤
り
な

の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
に
と
っ
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
過
激
な
形
態
の
も
の

も
、
過
激
で
は
な
い
、
民
主
政
の
枠
内
の
形
態
の
も
の
も
存
在
す
る
の
で
あ

る
。
結
局
、
彼
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
は
、
〈
人
民
の
意
志
の
実
現
を
大
儀
名

分
と
し
て
掲
げ
、
既
存
の
支
配
層
に
敵
対
し
、
リ
ー
ダ
ー
の
カ
リ
ス
マ
に
依
拠

し
て
、
機
会
主
義
的
に
、
大
衆
動
員
に
都
合
の
よ
い
争
点
を
掲
げ
る
抗
議
運
動

（
政
党
）
〉
と
い
う
点
に
、
そ
の
本
質
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
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デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
考
え
た
場
合
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
政
治
志
向
、
政
策
内

容
を
欠
い
た
、
中
立
的
で
希
薄
な
、
い
か
な
る
内
容
も
盛
る
こ
と
の
で
き
る
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

参
加
民
主
主
義
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム　

「
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
論
と
の
関

わ
り
で
、
最
後
に
、
い
わ
ゆ
る
参
加
民
主
主
義
論
、
あ
る
い
は
直
接
民
主
主
義

論
の
延
長
上
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
考
え
る
議
論
を
検
討
し
よ
う
。
西
欧
政
治
史

の
展
開
の
中
で
、
民
主
政
の
具
体
的
姿
は
、
自
由
主
義
原
理
（
立
憲
主
義
）
と

民
主
主
義
原
理
の
二
つ
の
原
理
の
妥
協
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
が
、
〈
人
民
の
意
志
の
実
現
〉
を
掲
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
こ
の
、

民
主
主
義
原
理
を
徹
底
す
る
運
動
と
し
て
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
ラ
ル
ス
・
レ
ン
ズ
マ
ン
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
核
心
を
「
人
民
と
エ
リ
ー
ト
の
対
立

（
（（
（

」
に
見
い
だ
し
、
民
主
主
義
原
理
を
徹

底
し
て
追
求
す
る
点
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
本
質
を
み
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
の

中
心
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
政
治
と
『
腐
敗
し
た
』
支
配
層
が
、
人
民
す
な
わ
ち

民
主
主
義
的
主
権
者
に
よ
る
統
制
を
す
り
抜
け
て
い
る（

（（
（

」
と
い
う
命
題
で
あ

る
。
腐
敗
し
た
支
配
層
と
は
、
職
業
政
治
家
や
文
化
的
支
配
層
、
銀
行
家
、
大

企
業
経
営
者
、
Ｅ
Ｕ
官
僚
た
ち
、
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
。

　

レ
ン
ズ
マ
ン
の
主
張
の
特
徴
は
、
国
民
国
家
以
後
の
状
況
、
す
な
わ
ち
超
国

家
組
織
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
各
国
の
主
権
が
制
限
さ
れ
、
民
主
主
義
的
統
制
を

免
れ
つ
つ
、
超
国
家
的
統
治
が
実
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
新
し
い
状
況
を
考
慮

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｅ
Ｕ
執
行
機
関
へ
の
権
限
の
集
中
と

Ｅ
Ｕ
官
僚
制
の
肥
大
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
の
機
能
不
全
に
よ
っ
て
、
人
民
の
意

志
に
よ
る
政
治
統
制
が
弱
体
化
し
て
い
る
状
況
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
レ
ン
ズ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
「
国
民
国
家
以
後
の
状
況

に
お
け
る
民
主
主
義
的
正
当
化
の
危
機
に
対
す
る
反
応

（
（（
（

」
な
の
で
あ
る
。

　

レ
ン
ズ
マ
ン
は
、
と
り
わ
け
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
し
ば
し
ば
人
民
投
票
を
要

求
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
「
超
国
家
的
領
域
で
、
非

公
式
の
政
治
と
交
渉
が
増
加
し
…
…
民
主
主
義
的
参
加
の
構
造
的
欠
陥
」
が
、

ま
す
ま
す
重
大
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
対
す
る
反
応
と
し
て
、
直
接

的
な
政
治
参
加
（
直
接
民
主
政
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
レ
ン
ズ
マ
ン
の
判
断
で
は
、
民
主
主
義
の
要
素
が
後
退

す
る
状
態
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
・

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
な
く
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

第
二
に
、
レ
ン
ズ
マ
ン
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
、
上
下
だ
け
で
な
く
、
水
平

的
に
、
自
分
た
ち
を
他
の
集
団
か
ら
区
別
す
る
点
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
「
移
民
や
民
族
的
少
数
派
の
よ
う
な
人
民
に
所
属
す
る
の

か
ど
う
か
疑
わ
れ
て
い
る
集
団
か
ら
自
分
た
ち
を
区
別
す
る
の
で
あ
る
」
。
彼

に
よ
れ
ば
、
人
民
に
所
属
し
て
い
な
い
も
の
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
排

外
的
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
左
翼
も
右

翼
も
同
じ
だ
と
い
う（

（（
（

。
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と
こ
ろ
で
、
資
本
主
義
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
経
済
の
不
安
定

性
は
一
気
に
高
ま
っ
た
。
不
安
、
焦
燥
、
孤
立
、
分
裂
、
な
ど
が
主
要
側
面
に

な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
有
権
者
の
政
治
的
選
好
も
不
安
定
に
な
り
、
し
ば

し
ば
変
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
党
不
信
が
高
ま
り
、
争
点
に
つ
い
て
の
選

好
が
政
党
支
持
に
収
斂
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
争
点
ご
と
に
、
異
な
っ
た
選
好

を
直
接
表
明
す
る
機
会
（
人
民
投
票
）
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
世

論
調
査
の
も
つ
重
み
が
増
し
、
調
査
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
頻
繁
に
世
論
調
査

結
果
が
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
も
政
治
を
人
民
投
票
的
に
す
る
。

社
会
の
高
齢
化
、
投
票
資
格
の
拡
大
（
低
年
齢
化
、
た
と
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
で
は
十
六
歳
で
有
権
者
に
な
る
）
、
な
ど
に
よ
る
有
権
者
の
増
大
も
、
政
治

を
人
民
投
票
的
に
す
る
要
因
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
情
が
、
政
治
に
お
い
て
人

民
投
票
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
背
景
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

政
治
の
大
衆
化
は
、
大
衆
社
会
論
が
問
題
に
し
た
よ
う
な
「
大
衆
」
ば
か
り

で
は
な
く
、
他
方
で
は
、
成
熟
し
た
市
民
（
自
律
し
た
政
治
主
体
）
を
も
生
み

出
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
論
や
コ
ス
モ
ポ

リ
タ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
社
会
論
な
ど
が
依
拠
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
市
民
で
あ
り
、
彼
ら
が
構
成
す
る
市
民
社
会
、

国
際
的
市
民
社
会
で
あ
る
。
こ
こ
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
市
民
は
、
個
人
主

義
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
や
や
手
垢
に
ま
み
れ
た
表
現
で
は
あ
る
が
、
〈
社
会
的

平
等
と
社
会
的
連
帯
〉
を
求
め
る
市
民
で
あ
ろ
う
。
緑
の
党
の
「
底
辺
民
主

政
」
〔
草
の
根
民
主
政
〕
も
、
こ
う
し
た
成
熟
し
た
市
民
を
前
提
に
し
て
い

る
。
こ
の
成
熟
し
た
市
民
へ
の
期
待
が
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

も
つ
改
革
へ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル（

（（
（

」に
対
す
る
期
待
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

問
題
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
政
治
現
象
、
す
な
わ
ち
現
政
権
の
遂
行
す

る
政
策
群
に
反
対
す
る
大
衆
的
抗
議
運
動
が
、
ど
の
方
向
に
展
開
す
る
の
か
で

あ
る
。
こ
こ
で
も
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
二
つ
の
変
種
、
す
な
わ
ち
右
翼
的
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
左
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
存
在
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ　

政
治
の
大
衆
化
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
発
生

　

人
民
の
意
志
の
実
現
を
大
義
名
分
と
し
て
掲
げ
る
抗
議
運
動
が
頻
出
す
る
状

況
は
、
政
治
戦
線
の
動
揺
と
混
乱
、
す
な
わ
ち
、
政
治
的
転
換
期
に
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
既
存
の
権
力
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
代
わ
る
、
新

た
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
樹
立
を
め
ざ
し
て
、
新
た
な
政
治
戦
線
の
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
同
時
に
、
従
前
の
政
治
状
況
を
分
析
す
る
た
め
の
概

念
と
理
論
が
役
に
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
う
し
た
状
況
が
生
じ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
概
念
規
定
の
混
乱
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
上
述

の
議
論
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
研
究
が
、
〈
一

般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
定
義
は
な
い
〉
と
い
う
認

識
、
す
な
わ
ち
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
が
輪
郭
の
は
っ
き
り
し
な
い
概
念
で
あ

る
こ
と
の
確
認
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ヘ
ル

ム
ー
ト
・
ド
ゥ
ビ
エ
ル
や
ア
ン
ト
ン
・
ペ
リ
ン
カ
の
よ
う
に
、
「
共
産
党
宣

言
」
の
書
き
出
し
を
意
識
し
つ
つ
、
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
妖
怪
」
に
つ
い

て
語
る
研
究
も
あ
る（

（（
（

。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
の
も
っ
と
も
否
定
的
な
使
用
は
、
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ホ
ー
ル
の
場
合
は
、
「
法
と
秩
序
」
の
維
持
が
政
治
的
争
点
に
な
る
状

況
を
背
景
と
す
る
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
に
よ
る
統
治
の
あ
り
方
を
「
権
威
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
」
と
呼
ぶ
。
大
嶽
秀
夫
の
場
合
、
既
得
権
の
確
保
な
ど
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
が
硬
直
し

て
い
る
状
態
に
対
す
る
大
衆
的
反
感
を
背
景
と
す
る
、
わ
が
国
の
小
泉
純
一
郎
首
相
に
よ
る

統
治
を
、
「
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
命
名
す
る
。
両
者
の
比
較
は
非
常
に
興

味
深
い
が
、
本
稿
の
課
題
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
大
嶽
秀
夫
『
小
泉
純
一
郎
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

の
研
究:

そ
の
戦
略
と
手
法
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
六
年
）

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
を
、
原
理
や
信
条
の
欠
落
し
た
大
衆
迎
合
、
大
衆
扇
動
な

ど
、
要
す
る
に
、
人
気
取
り
政
治
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
な
が
ら
用
い
る
。
こ
れ
は

政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
用
法
で
あ
る
。
ス
チ
ュ
ア
ー

ト
・
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
権
威

主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
概
念
を
使
う
こ
と
も
あ
り
う
る（

（（
（

。

　

こ
う
し
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
の
多
様
性
は
、
む
し
ろ
、
大
衆
民
主
政
の
形

式
性
、
開
放
性
と
関
わ
り
が
あ
る
。
大
衆
民
主
政
の
も
と
で
は
、
政
治
シ
ス
テ

ム
の
正
当
化
の
最
終
的
根
拠
は
人
民
以
外
に
な
い
。
憲
法
を
制
定
す
る
の
は
、

「
わ
れ
ら
合
衆
国
人
民
」
で
あ
り
「
日
本
国
民
」
な
の
で
あ
る
。
最
終
的
な
価

値
、
最
終
的
決
定
権
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
人
民
（people

、V
olk

な
ど
）
と

い
う
言
葉
は
必
然
的
に
肯
定
的
な
語
感
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
政
治

的
転
換
期
に
は
、
従
来
の
固
定
し
た
支
配
被
支
配
関
係
を
変
更
す
る
た
め
に
、

新
し
い
争
点
を
設
定
し
、
そ
の
争
点
に
沿
っ
た
新
し
い
陣
営
配
置
が
な
さ
れ

る
。
新
し
い
陣
営
構
築
の
た
め
に
必
須
の
概
念
が
〈
人
民
〉
で
あ
り
、
〈
人
民

の
意
志
〉
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
「
人
民
」
概
念
は
流
動
的
で
あ
る
。
人
民
と
い
う
言
葉
は
、
具
体

的
に
だ
れ
を
指
す
の
か
、
境
界
が
曖
昧
で
あ
る
。
人
民
を
固
定
的
に
あ
る
人
間

集
団
と
等
し
い
も
の
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
民
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
政
治

的
争
点
が
何
で
あ
り
、
対
立
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、

変
化
す
る
。
政
治
的
力
関
係
を
自
陣
営
に
有
利
に
、
多
数
の
有
権
者
を
獲
得
す

る
た
め
に
、
政
治
戦
線
を
引
き
直
す
た
め
に
、
「
人
民
」
の
も
つ
肯
定
的
な
語

感
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
民
の
意
志
に
よ
る
正
当
化
は
、
い
か
な

る
方
向
の
政
策
を
も
正
当
化
す
る
。
農
民
と
農
村
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
都
市
の
労
働
者
大
衆
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
の
多
様
な
意
味
が
生
じ
る
の
は
、
そ

の
根
本
概
念
で
あ
る
人
民
概
念
が
も
っ
て
い
る
形
式
性
と
、
そ
の
意
味
の
多
様

さ
か
ら
く
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
ま
ず
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
機
能
不
全
、
政
治
的
意
志
形

成
過
程
（
た
と
え
ば
代
表
制
度
・
議
会
制
度
）
の
機
能
不
全
、
諸
社
会
集
団
の

不
満
、
一
言
で
言
え
ば
、
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
の
機
能
不
全
と
動
揺
の
中
で
発

生
す
る
。
高
度
経
済
成
長
期
の
よ
う
に
、
社
会
が
経
済
的
に
安
定
し
て
い
る
場

合
、
政
治
的
に
も
安
定
し
、
諸
利
害
が
通
常
の
制
度
を
通
じ
て
政
治
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
制
度
の
外
部
で
の
運
動
は
な
く
な
る
。

す
べ
て
の
要
求
が
ラ
ク
ラ
ウ
の
言
う
「
民
主
的
要
求
」
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
内

で
処
理
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
〈
政
治
が
行
政
化
〉
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
一
九
六
〇
年
代
中
頃
か
ら
変
化
す
る
。
高
度

経
済
成
長
が
行
き
詰
ま
り
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
が
機
能
不
全
に
陥
る
と
、
制
度

の
外
部
で
の
運
動
が
活
発
に
な
る
。
こ
こ
に
最
終
的
正
当
化
原
理
と
し
て
「
人

民
の
意
志
」
概
念
が
頻
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
人
民
が
政
治
宣
伝
の
対
象
と
な

り
、
普
通
選
挙
制
の
も
と
で
は
、
す
べ
て
の
運
動
が
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
有

権
者
大
衆
（
人
民
）
に
訴
え
る
運
動
に
な
る
。
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
の
流
動
化

の
中
で
、
福
祉
国
家
の
も
と
で
規
則
化
さ
れ
た
〈
行
政
的
〉
政
治
は
、
〈
政
治

的
〉
政
治
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
既
存
シ
ス
テ
ム
に
吸
収
し
き
れ
な
い
運
動
は
、
観
察
者
に
よ
っ
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類
似
の
課
題
は
、
既
存
の
支
配
層
に
と
っ
て
も
、
政
治
シ
ス
テ
ム
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に

必
要
に
な
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
場
合
は
、
「
人
民
」
で
は
な
く
、
支
配
被
支
配
関
係
を
意
識

さ
せ
な
い
「
国
民
」
概
念
が
重
要
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
た
な
社
会
的
合
意
が
ど
ち

ら
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
も
と
で
形
成
さ
れ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

て
、
ま
ず
直
観
的
に
、
民
衆
運
動
・
大
衆
運
動
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
中
身
は

ど
う
あ
れ
、
一
種
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
衆
愚

政
治
と
受
け
と
め
る
場
合
、
つ
ま
り
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
拒
否
感
が
底
流

に
あ
る
研
究
の
場
合
、
否
定
的
形
容
句
と
と
も
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
肯
定
的
な
社
会
変
革
運
動
と
と
ら
え

る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
ま
ず
、
既
存

の
シ
ス
テ
ム
に
抗
議
し
、
既
存
支
配
層
の
政
策
に
満
足
し
な
い
現
状
否
定
の
大

衆
運
動
と
大
衆
動
員
の
ス
タ
イ
ル
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
を
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
・
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
登
場
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
的
言
説
、
つ
ま
り
、
諸
政
治
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
要
素
の
組
み
合
わ
せ
が
有
効
で
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
を
意
味
す
る
。

た
と
え
ば
、
自
由
主
義
と
民
主
主
義
の
分
裂
、
人
権
の
思
想
の
普
及
と
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
な
ど
、
諸
要
素
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
統
一
性
が
失
わ
れ

る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
多
元
化
、
相
対
化
が
進
み
、
一
つ
の
統
一
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
が
支
配
的
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ
で
一
種
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
危
機
に
陥
り
、
諸
要
素
の
新
し
い
組
み
合
わ
せ
、
接
合
・
統
合
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
近
代
以
降
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
け
る
正
当

化
の
最
終
的
根
拠
は
、
〈
人
民
の
意
志
〉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
求
め
ら

れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
広
い
意
味
で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
一

種
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
論
述
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま
ず
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
、
〈
自
由

民
主
政
あ
る
い
は
大
衆
民
主
政
の
も
と
で
、
左
右
を
問
わ
ず
、
現
状
否
定
の
大

衆
運
動
（
抗
議
政
党
）
が
ほ
ぼ
例
外
な
く
採
用
す
る
政
治
ス
タ
イ
ル
〉
と
し
て

と
ら
え
て
以
下
の
論
述
を
進
め
て
い
こ
う
。

Ⅳ　

新
た
な
政
治
主
体
（
人
民
）
の
模
索

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
概
念
の
あ
い
ま
い
さ
は
、
政

治
戦
線
の
動
揺
・
混
乱
を
意
味
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
は
、
新
た
な
形

で
政
治
主
体
を
形
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
新
た
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
樹
立
を
め
ざ
し
て
、
新
た
な
権
力
ブ
ロ
ッ

ク
の
形
成
を
求
め
て
、
新
た
な
政
治
戦
線
の
構
築
が
模
索
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
高
度
経
済
成
長
の
終
焉
と
福
祉
国
家
の
停
滞
、
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
と

急
速
な
再
資
本
主
義
化
、
政
治
経
済
の
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
と
で
、
新

た
に
〈
人
民
〉
を
ど
の
よ
う
に
形
成
す
る
の
か
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
（
人
民

概
念
）
の
あ
い
ま
い
さ
は
、
新
た
な
人
民
形
成
、
す
な
わ
ち
新
た
な
政
治
戦
線

と
新
た
な
政
治
的
意
味
の
世
界
、
新
し
い
社
会
的
合
意
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

さ
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
が
形
成
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
主
体
た
る
人
民
は

ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
の
か
。
既
存
政
治
シ
ス
テ
ム
が
安
定
し
て
い
る
場

合
、
（
利
益
）
集
団
は
、
他
の
集
団
と
の
違
い
を
意
識
し
つ
つ
、
既
存
シ
ス
テ

ム
の
中
で
自
己
の
利
益
を
追
求
し
て
い
る
。
既
存
シ
ス
テ
ム
が
不
安
定
に
な
る

と
き
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
は
、
新
た
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
計
画
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
集
団
を
、
対
等
平
等
な
構
成
員
と
し
て
、
共
通
の
敵
と
の
闘
争
へ
と
動
員

す
る
。
こ
う
し
て
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
の
主
体
と
し
て
の
人
民
が
形
成
さ
れ
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64　

E
rnesto Laclau, Politics and Ideology in M

arxist T
heory: C

apitalism
, 

F
ascism

, Populism
,1977　

エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
『
資
本
主
義
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
・

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
』
（
横
越
英
一
監
訳
、
柘
植
書
房
、
一
九
八
五
年
）　

Ernesto Laclau/
C

hantal M
ouffe, H

egem
ony and Socialist Strategy: T

ow
ards a R

adical 
D

em
ocratic Politics,1985,　

エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
、
シ
ャ
ン
タ
ル
・
ム
フ
『
ポ
ス
ト

マ
ル
ク
ス
主
義
と
政
治
―
―
根
源
的
民
主
主
義
の
た
め
に
』
（
山
崎
カ
ヲ
ル
・
石
澤
武
訳
、

大
村
書
店
、
一
九
九
二
年
）
、　

Ernesto Laclau, O
n Populist Reason, 2007.

65　

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
、
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク
『
偶

発
性
・
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
普
遍
性
―
―
新
し
い
対
抗
政
治
へ
の
対
話
』
（
竹
村
和
子
、
村
山
敏

勝
訳
、
青
土
社
、
二
〇
〇
二
年
）　

三
九
七-

三
九
九
頁
。

66　

Ernesto Laclau, O
n Populist Reason, 2007, p.74.

67　

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
、
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク
、
前

掲
書
、
三
九
七
頁
。

68　

同
上
。

る
。

　

環
境
保
護
運
動
、
反
核
運
動
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
、
民
族
的
少
数
者
の
保

護
運
動
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
新
し
い
社
会
運
動
の
発
展
を
受
け
て
、
ポ
ス
ト
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
強
く
受
け
た
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
し
て
、
エ
ル

ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
は
、
「
労
働
者
階
級
」
や
「
階
級
闘
争
」
な
ど
の
概
念
に

依
拠
す
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
形
態
で
の
〈
人
民
〉
形
成
を
求
め
る
。
そ
の
た

め
に
、
新
た
な
〈
人
民
〉
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
。
い

わ
ば
、
経
済
か
ら
で
は
な
く
、
政
治
か
ら
出
発
し
て
、
「
政
治
の
優
位
」
の
も

と
に
新
し
い
政
治
主
体
を
構
築
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
で

は
、
ラ
ク
ラ
ウ
の
議
論
を
検
討
し
つ
つ
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
主
体
形
成

に
つ
い
て
論
じ
て
い
こ
う（

（（
（

。

　

差
異
の
論
理
と
等
価
の
論
理　

こ
う
し
た
人
民
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
ラ

ク
ラ
ウ
は
、
「
差
異difference

」
と
「
等
価equivalence

」
の
二
つ
の
論
理

に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る（

（（
（

。
彼
に
よ
れ
ば
、
差
異
の
論
理
と
は
、
既
存
政
治
シ

ス
テ
ム
が
安
定
し
て
い
る
場
合
の
、
諸
集
団
（
利
益
集
団
）
の
行
動
の
原
理
で

あ
る
。
あ
る
集
団
が
差
異
の
論
理
に
し
た
が
っ
て
行
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
る
集
団
が
、
他
の
集
団
の
要
求
と
の
差
異
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
そ
の
集
団
の
要
求
は
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
前
提
に
し
て
、

個
別
に
そ
の
実
現
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
ラ
ク
ラ
ウ
が
「
民
主
的
要
求

（
（（
（

」と

呼
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
、
既
存
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
ば
ら
ば
ら
な
諸

要
求
の
こ
と
で
あ
る
。

　

他
方
、
等
価
の
論
理
と
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
に
お
い
て
、
諸
集
団
（
諸

勢
力
）
が
既
存
の
支
配
層
に
対
抗
す
る
た
め
の
戦
線
に
参
加
す
る
場
合
に
、
参

加
す
る
諸
集
団
の
立
場
が
対
等
平
等
（
等
価
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
あ
る
要
求
が
他
の
要
求
と
統
一
し
て
、
そ
の
実
現
を
求
め
て
運
動
す

る
場
合
、
あ
る
要
求
と
他
の
要
求
と
は
等
価
（
対
等
）
に
な
る
。
ラ
ク
ラ
ウ
に

よ
れ
ば
、
「
ど
の
要
求
も
、
反
シ
ス
テ
ム
性
を
も
つ
と
い
う
意
味
で
等
価
性
の

鎖equivalential chain

を
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

」
。
そ
し
て
、
対
等

な
諸
要
求
を
集
め
て
（
諸
勢
力
を
統
合
し
て
）
、
共
同
戦
線
が
く
ま
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
戦
線
の
中
で
は
、
個
別
の
集
団
の
要
求
は
「
普
遍
化
」
さ

れ
、
全
集
団
の
要
求
と
な
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
抑
圧
的
な
政
体
を
社
会
の

ほ
か
の
部
分
か
ら
切
り
離
す
戦
線
が
あ
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
「
等
価
性
を
通
じ

て
要
求
が
普
遍
化
さ
れ
る（

（（
（

」
の
で
あ
る
。

　

諸
集
団
の
具
体
的
な
要
求
が
、
一
つ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
計
画
の
も
と
で
、
等
価

の
も
の
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
陣
営
が
形
成
さ
れ
、
共
同
戦
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利
害
の
調
停
の
プ
ロ
セ
ス
と
と
ら
え
る
行
動
論
の
政
治
の
定
義
は
ま
さ
し
く
こ
の
事
態
を
定

式
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

70　

Ernesto Laclau, O
n Populist Reason, 2007, p.224.

71　

Ibid., p.224.

69　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
政
治
）
の
登

場
は
、
「
取
引
の
政
治
」
の
崩
壊
を
意
味
す
る
。
諸
利
害
の
あ
い
だ
の
取
引
こ
そ
、
行
政
化

さ
れ
た
政
治
そ
の
も
の
で
あ
り
、
福
祉
国
家
に
お
け
る
政
治
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
政
治
を
諸

線
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
多
様
な
集

団
（
主
体
）
を
統
一
し
て
、
新
た
な
上
位
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
も
と
で
、

政
治
的
な
多
数
派
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
他
方
で
は
、
別
の

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
計
画
が
、
別
の
一
連
の
等
価
な
要
求
群
を
ま
と
め
、
多
数
派
を
形

成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
二
つ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
計
画
（
二
つ
の
陣

営
）
が
対
峙
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
人
民
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築　

新
た
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

の
樹
立
を
め
ざ
し
て
、
新
し
い
政
治
主
体
の
形
成
が
問
題
に
な
る
と
き
、
当

然
、
主
体
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
新
た
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
形
成
と
、
新
た
な
人
民
の

形
成
、
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
は
、
同
一
の
事
態
の
別
の
側
面
と

い
う
べ
き
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
時
に
進
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ラ

ク
ラ
ウ
が
強
調
す
る
の
は
、
す
で
に
で
き
あ
い
の
政
治
主
体
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
（
た
と
え
ば
労
働
者
階
級
）
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ヴ
に
も
と
づ
き
、
新
し
い
内
容
で
人
民
を
結
集
し
、
新
た
な
人
民
集
団
の

価
値
と
利
害
を
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
）
で

あ
る
。
こ
れ
が
、
「
政
治
の
優
位
」
（
経
済
で
は
な
く
政
治
か
ら
出
発
す
る
こ

と
）
の
意
味
で
あ
る
。
新
し
い
政
治
主
体
の
形
成
に
成
功
す
る
と
、
人
民
の
具

体
的
姿
が
明
ら
か
に
な
り
、
新
し
い
政
治
の
対
立
軸
（
つ
ま
り
政
治
戦
線
）
が

形
成
さ
れ
、
新
た
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
樹
立
闘
争
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

ラ
ク
ラ
ウ
は
、
こ
の
新
し
い
政
治
主
体
の
形
成
の
〈
偶
然
性
〉
を
強
調
す

る
。
ラ
ク
ラ
ウ
に
よ
れ
ば
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
社
会
状
況

に
お
い
て
は
、
全
体
性
、
つ
ま
り
社
会
的
統
一
が
弱
ま
っ
て
お
り
、
新
た
な
安

定
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
向
け
て
、
新
た
な
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
闘
争
が
始
ま
り
、
新
し
い
政
治
主
体
の
形
成
が
模
索
さ
れ
る
。
そ
の

際
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
お
よ
び
そ
の
主
体
を
形
成
す
る
活
動
の
内
容
は
偶
然
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
ラ
ク
ラ
ウ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
活
動
は
、
何
ら

か
の
既
定
の
集
団
（
た
と
え
ば
労
働
者
階
級
）
で
は
な
く
、
要
求
が
先
行
し
て

実
行
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
集
団
が
要
求
を
ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
「
社
会

的
政
治
的
要
求
」
が
諸
集
団
を
ま
と
め
て
「
人
民
」
を
形
成
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
れ
が
ラ
ク
ラ
ウ
の
主
張
で
あ
る
。

　

こ
の
社
会
建
設
の
偶
然
性
の
理
論
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
「
重
層
的
決

定
」
概
念
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
主
体
形
成
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
偶
然
性
（
流
動
性
）
と
形
成
主
体
の
決
断
（
政
治
的
決

断
）
の
も
つ
自
由
（
つ
ま
り
、
経
済
に
対
す
る
政
治
の
優
位
）
を
確
保
す
る
た

め
の
論
理
が
提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
ラ
ク
ラ
ウ
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
要
求
は
ど
の
集
団
の
も
の
か
と
い

う
問
い
が
私
の
分
析
で
は
意
味
が
な
い
」
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
に
と
っ
て
は
、

「
集
団
の
統
一
は
社
会
的
要
求
を
集
め
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
か
ら
」
と
い
う（

（（
（

。

し
た
が
っ
て
、
「
人
民
」
の
具
体
的
姿
が
ど
う
な
る
の
か
、
い
か
な
る
人
民
集
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72　

Ibid., p.226.

73　

「
節
合
」
と
い
う
概
念
は
、
元
来
、
い
わ
ゆ
る
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
お

け
る
重
要
概
念
で
あ
るarticulation

を
翻
訳
す
る
過
程
で
定
着
し
た
造
語
で
あ
る
。
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
・
ホ
ー
ル
は
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
、
ト
レ
ー
ラ
ー
と
ト
ラ
ク
タ
ー
を
結
ぶ
連
結
器

を
例
に
し
て
卓
抜
な
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
諸
要
素
の
結
合
（
接
合
）
を
意
味
し
て
い
る

の
だ
が
、
結
合
の
あ
り
方
が
必
然
的
で
は
な
く
、
車
両
の
連
結
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
が
さ
ま
ざ
ま
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
概
念
で
あ
る
。
結
合
の
偶

然
性
を
強
調
す
る
た
め
の
概
念
で
あ
る
。

74　

Ernesto Laclau, O
n Populist Reason, 2007, p.231.

75　

エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
、
シ
ャ
ン
タ
ル
・
ム
フ
『
ポ
ス
ト
マ
ル
ク
ス
主
義
と
政
治
―
―

根
源
的
民
主
主
義
の
た
め
に
』
（
山
崎
カ
ヲ
ル
・
石
澤
武
訳
、
大
村
書
店
、
一
九
九
二
年
）

一
八
二
頁
。

76　

こ
う
し
た
議
論
の
背
景
に
は
、
人
間
が
、
目
で
見
え
る
世
界
に
住
ん
で
い
る
の
で
は
な

団
が
形
成
さ
れ
る
か
は
、
ま
っ
た
く
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
、
ラ
ク
ラ
ウ
の
い
う
「
構
築
」
で
あ
り
、
ラ
ク
ラ
ウ
に
よ
る
「
本

質
主
義
批
判
」
で
あ
る
。
人
民
も
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

も
、
そ
の
内
容
は
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
何
ら
か
の
集
団

が
運
動
を
主
導
す
る
こ
と
を
要
求
で
き
る
、
で
き
あ
い
の
根
拠
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
い
か
な
る
集
団
も
こ

の
新
し
い
社
会
建
設
の
中
心
的
役
割
を
担
い
う
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ラ
ク
ラ
ウ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
、
「
あ
る
全
体
の
一
部
が
全
体
性
の
名
称
に
な

る
可
能
性
の
こ
と（

（（
（

」
な
の
で
あ
る
。

　

構
築
主
義
（
構
成
主
義
）
と
節
合　

こ
の
点
を
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
ラ
ク
ラ
ウ
は
、
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
本

質
主
義
的
な
基
礎
を
も
た
ず
、
言
説
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
構
築
主
義
」
あ
る
い
は
「
構
成
主
義
」
の
論

理
で
あ
る
。
こ
の
論
理
に
よ
っ
て
、
ラ
ク
ラ
ウ
は
、
労
働
者
階
級
こ
そ
、
そ
の

存
在
か
ら
し
て
政
治
変
革
の
主
体
に
成
長
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
議
論
を
否
定
し
よ
う
と
す

る
。
主
体
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る

「
呼
び
か
け
」
（
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
）
を
へ
て
、
は
じ
め
て
主
体
に
な
る
の
で

あ
る
。
経
済
に
対
す
る
政
治
の
優
位
を
強
調
す
る
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の

主
張
の
核
心
の
一
つ
で
あ
る
。

　

言
説
に
よ
る
構
成
（
構
築
）
行
為
が
「
節
合articulation

」（
（（
（

で
あ
る
。
つ

ま
り
、
節
合
と
は
、
上
述
の
主
体
形
成
行
為
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
行

為
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
成
行
為
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
形
成
行
為
の
あ
り
方
を
指
し
て

い
る
。
節
合
と
は
、
諸
要
素
を
、
主
体
の
決
断
に
沿
っ
て
関
係
づ
け
る
（
組
み

立
て
る
）
行
為
で
あ
る
が
、
関
係
づ
け
の
必
然
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
そ
の
眼

目
で
あ
る
。
ラ
ク
ラ
ウ
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
な
も
の
は
、
「
偶
然
的
節
合
」
と

よ
ぶ
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
結
び
つ
け
ら
れ
る（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
節
合
行

為
は
多
様
な
も
の
と
な
る
。
本
質
主
義
と
は
異
な
り
、
普
遍
の
本
質
を
と
ら
え

て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ク
ラ
ウ
は
、
こ

れ
を
、
「
社
会
的
な
も
の
の
開
放
性

（
（（
（

」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

た
し
か
に
、
い
わ
ば
「
上
か
ら
の
」
積
極
的
な
働
き
か
け
な
し
に
、
あ
る
社

会
集
団
が
〈
自
動
的
に
〉
政
治
主
体
と
な
り
、
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

も
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
本
質
主
義
批
判
は
こ
の
点
で
は
的
を
射
て
い

る
。
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
た
し
か
に
、
「
上
か
ら
」
「
構
築
」
な

い
し
「
構
成
」
さ
れ
る
一
面
が
あ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

し
か
し
、
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
社
会
的
な
基
盤
と
関
わ
る
こ
と
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一
九
九
六
年
）　

Ａ
・
カ
ト
ラ
ー
／
Ｂ
・
ヒ
ン
デ
ス
／
Ｐ
・
ハ
ー
ス
ト
／
Ａ
・
フ
セ
イ

ン
『
資
本
論
と
現
代
資
本
主
義
Ⅰ
、
Ⅱ
』
（
岡
崎
次
郎
ほ
か
訳
、
法
政
大
学
出
版
会
、

一
九
八
六
年
、
一
九
八
八
年
）

79　

テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
、
前
掲
書
、
三
五
二
頁
。

80　

同
書
、
三
五
六
頁
。

81　

同
書
、
三
五
六
、
三
五
五
頁
。

82　

こ
の
議
論
は
、
新
カ
ン
ト
派
か
ら
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
認
識
論
に
対
す
る
批
判
を
思
い
起

く
、
目
で
見
え
る
世
界
を
受
け
取
る
、
受
け
取
り
方
の
世
界
に
住
ん
で
い
る
、
つ
ま
り
世
界

の
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
自
己
を
位
置
づ
け
て
い
る
、
と
い
う
現
象
学
の
議
論
が
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
認
識
に
お
け
る
主
観
の
役
割
を
強
調
し
た
新
カ
ン
ト
派
の
議
論

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

77　

ヨ
ア
ヒ
ム
・
ヒ
ル
シ
ュ
や
ボ
ブ
・
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
な
ど
は
、
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
が
政

治
の
優
位
を
強
調
す
る
の
に
対
し
て
、
経
済
を
そ
れ
な
り
に
重
視
す
る
立
場
を
と
る
。
ヨ
ア

ヒ
ム
・
ヒ
ル
シ
ュ
『
資
本
主
義
に
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
は
な
い
の
か
』
（
木
原
滋
哉
、
中
村
健

吾
訳
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
七
年
）
、
ボ
ブ
・
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
『
国
家
理
論:

資
本
主
義

国
家
を
中
心
に
』
（
中
谷
義
和
訳
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
四
年
）

78　

テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
何
か
』
（
大
橋
洋
一
訳
、
平
凡
社
、

な
し
に
、
〈
自
由
気
ま
ま
に
〉
言
説
に
よ
っ
て
構
築
（
構
成
）
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
「
構
築
」
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
、
主
観
的
な
要
因
と
客
観
的
な
要
因

と
の
相
互
関
係
に
お
い
て
、
「
構
築
」
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
主
観
的
な
働
き
か

け
だ
け
に
関
心
を
集
中
さ
せ
る
方
法
は
一
面
的
に
な
る
。
政
治
的
行
為
の
原
因

を
す
べ
て
経
済
状
況
（
社
会
的
基
盤
や
客
観
的
要
因
）
に
求
め
る
発
想
は
支
持

さ
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
社
会
的
基
盤
や
経
済
状
況
が
構
築
活
動
の
必
要
条
件

に
な
る
点
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
必
要
条
件
（
枠
組
み
）
を
超
え
た

構
築
活
動
は
成
功
し
な
い
。
政
治
の
優
位
（
政
治
の
自
由
）
と
い
う
命
題
の
射

程
は
、
こ
の
必
要
条
件
の
枠
内
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
経
済
が
政
治
を
規

定
す
る
と
い
う
命
題
、
あ
る
い
は
「
最
終
審
級
と
し
て
の
経
済
」
（
ア
ル
チ
ュ

セ
ー
ル
）
と
い
う
命
題
も
、
こ
の
文
脈
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
論
点
に
関
連
し
て
、
テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
は
、
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク

ス
主
義
の
代
表
的
理
論
家
バ
リ
ー
・
ヒ
ン
デ
ス
と
ポ
ー
ル
・
ハ
ー
ス
ト
の
主
張

を
検
討
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
偏
向
を
指
摘
す
る（

（（
（

。
彼
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ン
デ
ス
と

ハ
ー
ス
ト
は
、
事
物
（
現
実
）
が
言
説
（
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
の
外
部
に
あ
る
と

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
、
事
物
（
現
実
）
は
、
言
説
に
よ
っ
て
構
築

（
構
成
）
さ
れ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
。
イ
ー
グ
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

は
、
現
実
は
カ
オ
ス
で
あ
り
、
意
味
と
は
、
私
た
ち
が
意
味
づ
け
行
為
に
よ
っ

て
恣
意
的
に
構
築
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
と
同
じ

で
あ
る（

（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ヒ
ン
デ
ス
と
ハ
ー
ス
ト
に
と
っ
て
は
、
政
治
的
利
害

が
階
級
社
会
の
社
会
関
係
に
お
い
て
そ
の
人
が
占
め
る
位
置
か
ら
生
じ
る
、
と

い
う
伝
統
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
以
前
の
前
提
を
引
き
ず
っ
て

い
る
も
の
と
し
か
映
ら
な
い
の
だ（

（（
（

、
と
イ
ー
グ
ル
ト
ン
は
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
イ
ー
グ
ル
ト
ン
は
、
彼
ら
の
主
張
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
ヒ

ン
デ
ス
と
ハ
ー
ス
ト
の
主
張
を
敷
衍
す
れ
ば
、
社
会
の
実
相
を
根
拠
に
し
た
反

論
は
そ
も
そ
も
成
立
し
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
社
会
の
あ
り
よ
う
（
現
実
）

は
、
あ
な
た
が
構
築
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
と
。
事
物
（
現
実
）

が
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
中
に
包
摂
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
、
間
違
っ
た
認

識
や
判
断
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
な
く
な
る
で
は
な
い
か
、
と（

（（
（

。
つ
ま
り
、
社

会
に
つ
い
て
の
認
識
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
を
争
う
た
め
の
根
拠
、
す
な
わ

ち
、
論
争
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
根
拠
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

さ
ら
に
、
こ
の
認
識
の
相
対
性
を
強
調
す
る
議
論
に
対
し
て
は
、
そ
れ
が
、

結
局
、
認
識
と
認
識
と
の
力
ず
く
の
対
決
を
導
き
、
支
配
的
な
認
識
、
力
を
も
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こ
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
主
観
の
側
か
ら
の
働
き
か
け
な
し
に
、
認
識
が
成
立
し
な
い
こ
と
を

根
拠
に
、
素
朴
な
反
映
論
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
で
は
、
つ
と
に
、
「
基
底

還
元
主
義
」
批
判
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
も
っ
と
も
精
緻
な
論
理
は
、
ウ
ェ
ー

バ
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
理
念
型
」
の
理
論
で
あ
っ
た
。
イ
ー
グ
ル
ト
ン
の
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス

主
義
批
判
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
自
身
は
、

「
社
会
科
学
者
の
常
識
」
を
議
論
の
な
か
に
組
み
込
み
、
こ
う
し
た
批
判
を
ま
え
も
っ
て
回

避
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

83　

石
田
雄
『
社
会
科
学
再
考
：
敗
戦
か
ら
半
世
紀
の
同
時
代
史
』
（
東
大
出
版
会
、

一
九
九
五
年
）
一
二
九
頁
。
ち
な
み
に
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
西
欧
中
心
主
義
批
判
に
つ

い
て
は
、
石
田
は
、
そ
の
文
化
帝
国
主
義
批
判
は
正
当
だ
が
、
「
よ
り
普
遍
主
義
的
な
も
の

を
求
め
て
い
く
努
力
へ
と
展
開
さ
れ
な
い
と
、
別
の
民
族
文
化
中
心
主
義
に
な
る
危
険
性
が

あ
る
」
（
一
三
〇
頁
）
と
指
摘
し
、
普
遍
を
捨
て
る
こ
と
な
く
帝
国
主
義
を
捨
て
る
と
い
う

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
言
葉
を
肯
定
的
に
引
用
し
て
い
る
。

84　

テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
、
前
掲
書
、
七
二-

七
四
頁
。

つ
も
の
た
ち
の
認
識
に
有
利
に
働
く
議
論
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
石
田

雄
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
判
を
援
用
し
よ
う
。
彼
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
重
要
な
主
張
と
し
て
、
理
性
中
心
主
義
批
判
と
西
欧
中
心
主
義
批
判
を
あ

げ
、
理
性
中
心
主
義
批
判
に
対
し
て
、
目
的
合
理
性
だ
け
を
価
値
合
理
性
か
ら

切
り
離
し
て
強
調
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
価
値
合
理
性
を
め
ぐ
る
争
い
を

〈
神
々
の
争
い
〉
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
ポ
ス
ト

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
価
値
相
対
主
義
に
対
し
て
は
、
現
実
に
存
在
す
る
権
力
関
係
を

無
視
す
る
こ
と
に
な
る
と
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
価
値
相
対
主
義
は
、
「
政

治
的
に
よ
り
力
の
強
い
も
の
の
価
値
判
断
の
支
配
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
（
（（
（

。

　

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
提
供
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
実
効
性
を
も
つ
と
き
に
は
、

大
衆
の
意
識
的
無
意
識
的
欲
求
と
対
応
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
欲
求

は
、
む
ろ
ん
、
働
き
か
け
る
側
が
喚
起
す
る
（
す
な
わ
ち
構
築
す
る
）
側
面
が

あ
る
と
は
い
え
、
彼
ら
の
置
か
れ
て
い
る
社
会
的
状
況
（
社
会
的
現
実
、
経
済

的
位
置
）
が
基
盤
に
な
っ
て
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
ど
れ

ほ
ど
精
緻
に
構
築
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
社
会
的
状
況
を
無
視
す
る
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
は
、
現
実
に
働
き
か
け
現
実
を
変
化
さ
せ
る
力
は
な
い
。
換
言
す
れ

ば
、
意
図
が
ど
れ
ほ
ど
強
固
で
あ
っ
て
も
、
社
会
的
現
実
に
お
い
て
生
じ
る
要

求
に
対
応
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
意
図
の
実
現
は
不
可
能
で
あ
る
。
現
実
が

理
論
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
を
受
け
入
れ
な
い
の
で
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
支
配

は
、
経
済
的
支
配
と
あ
い
ま
っ
て
は
じ
め
て
有
効
に
作
用
す
る
、
と
い
う
こ
と

も
で
き
る
。
イ
ー
グ
ル
ト
ン
の
述
べ
る
よ
う
に
、
文
化
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
意

味
を
過
大
評
価
す
る
と
経
済
的
支
配
を
否
定
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

た
と
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い

て
、
先
取
り
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
現
実
の
な
か
に
発
生
す
る
社
会
的
不
安

（
個
人
的
不
安
）
や
不
満
が
、
恐
怖
と
攻
撃
性
と
を
強
め
、
そ
こ
で
機
能
し
始

め
る
防
衛
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
凝
集
性
と
攻
撃
性
を
高
め
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
）

が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
扇
動
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
反
応

す
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
場
合
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
言
葉
は
、

ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
を
受
け
た
文
献
の
用
語
を
使
っ
て
、
意
識
と

シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
領
域
、
シ
ン
ボ
ル
の
世
界
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
世
界
、
と
言

い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

空
虚
な
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン　

と
こ
ろ
で
、
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
諸

要
求
を
統
一
し
、
新
し
い
人
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
際
に
不
可

欠
な
も
の
が
、
諸
要
求
を
ま
と
め
る
こ
と
の
で
き
る
〈
上
位
の
シ
ン
ボ
ル
〉
で

あ
る
。
こ
の
中
に
、
諸
集
団
（
各
セ
ク
タ
ー
の
運
動
主
体
）
が
自
分
の
要
求
を
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88　

Ibid., p.120.

89　

エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
／
シ
ャ
ン
タ
ル
・
ム
フ
、
前
掲
書
、
二
六
八
頁
。

90　

同
書
、
二
七
七
頁
。

85　

Ernesto Laclau, O
n Populist Reason, 2007, p.171.

86　

Ibid., pp.214-221.

87　

Ibid., p.82.

読
み
込
み
、
他
の
集
団
の
運
動
と
共
同
す
る
の
で
あ
る
。
ラ
ク
ラ
ウ
理
論
の
中

心
概
念
の
一
つ
で
あ
る
「
空
虚
な
シ
ニ
フ
ィ
ア
ンem

pty signifier

」
は
、
こ

の
上
位
の
シ
ン
ボ
ル
を
意
味
し
て
い
る
。
ラ
ク
ラ
ウ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、

人
々
が
自
分
の
要
求
を
そ
の
中
に
自
由
に
よ
み
こ
め
る
シ
ン
ボ
ル
（
記
号
）
で

あ
り
、
シ
ニ
フ
ィ
エ
を
も
た
な
い
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
か
な
る

内
容
を
も
盛
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う（

（（
（

。
大
衆
の
関
心
で
あ
れ
ば
、
何
で
も

こ
こ
に
代
入
で
き
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
争
点
ご
と
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が

千
変
万
化
す
る
姿
は
、
こ
こ
か
ら
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ラ
ク
ラ
ウ
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
カ
リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー
が
か

な
ら
ず
こ
の
空
虚
な
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
と
い

う
。
具
体
的
に
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
政
治
に
お
い
て
、
ペ
ロ
ン
が
は
た
し
た

役
割
を
空
虚
な
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
典
型
と
考
え
て
い
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
場

合
、
ペ
ロ
ン
が
大
統
領
に
就
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
空
虚
な
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の

内
容
が
明
ら
か
に
な
り
、
空
虚
で
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
人
民
」
側
の

統
一
が
崩
れ
、
政
権
が
崩
壊
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る（

（（
（

。
一
般
的
に
い
え
ば
、

急
速
に
拡
大
を
続
け
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
が
、
政
権
に
到
達
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
支
持
者
を
失
っ
て
い
く
姿
を
、
こ
の
空
虚
な
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
論
理
で

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

空
虚
な
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
周
り
に
一
連
の
要
求
が
集
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
枠
内
で
の
要
求
（
ラ
ク
ラ
ウ
の
い
う
民
主
的
要
求
）
か

ら
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
要
求
へ
と
移
行
す
る
。
個
別
の
要
求
が
、
支
配
的
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
に
挑
戦
す
る
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
要
求
群
の
構
成
要
素
に
な
る（

（（
（

。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
に
は
、
空
虚
な
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的

要
求
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
と
き
、
あ
る
要
求
が
中
心
的
価
値
を
も
ち
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
求
群
の
結
節
点
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
が
シ
ニ
フ
ィ

エ
か
ら
切
断
さ
れ
、
空
虚
な
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
に
な
る
。
ラ
ク
ラ
ウ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
切
断
な
し
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
あ
り
え
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ニ
フ
ィ

エ
、
た
と
え
ば
、
規
制
緩
和
や
民
営
化
、
成
功
願
望
な
ど
の
一
連
の
要
求
が
、

「
市
場
」
と
い
う
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
に
込
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
市
場
概
念

が
、
新
自
由
主
義
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
表
象
す
る
「
一
般

的
等
価
物
」
と
し
て
、
一
連
の
新
自
由
主
義
的
要
求
を
代
表
し
て
い
る
、
と
い

う
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

新
た
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
具
体
例
と
し
て
、
ラ
ク
ラ
ウ
と
ム
フ
は
、
い
わ
ゆ
る

「
新
保
守
主
義
」
の
言
説
を
取
り
上
げ
る
。
彼
ら
は
、
福
祉
国
家
の
行
き
詰
ま

り
に
対
抗
し
て
現
わ
れ
た
新
保
守
主
義
政
権
（
典
型
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
と

レ
ー
ガ
ン
政
権
）
を
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
後
合
意
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
福
祉

国
家
を
支
え
た
歴
史
ブ
ロ
ッ
ク
に
対
抗
す
る
新
し
い
歴
史
ブ
ロ
ッ
ク
と
考
え
る

の
で
あ
る（

（（
（

。
ラ
ク
ラ
ウ
と
ム
フ
に
よ
れ
ば
、
新
保
守
主
義
は
、
「
保
守
主
義

の
、
ま
っ
た
く
反
平
等
主
義
的
な
文
化
的
・
社
会
的
伝
統
主
義
と
、
自
由
市
場

経
済
に
つ
い
て
の
新
自
由
主
義
的
用
語
と
を
節
合
し
よ
う
と
努
力
す
る
」
。
こ

れ
は
、
「
新
し
い
歴
史
的
ブ
ロ
ッ
ク
の
創
造
」
で
あ
り
、
新
し
い
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

の
出
現
で
あ
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
展
開
さ
れ
る
の
が
、

新
保
守
主
義
的
言
説
、
す
な
わ
ち
新
自
由
主
義
的
経
済
理
論
と
保
守
主
義
を
主
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要
な
構
成
要
素
と
す
る
、
新
し
い
理
論
体
系
な
の
で
あ
る
。

　

ラ
ク
ラ
ウ
と
ム
フ
の
主
張
を
敷
衍
す
る
な
ら
、
福
祉
国
家
に
対
応
し
た
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
編
成
に
お
い
て
は
、
「
社
会
的
連
帯
」
「
弱
者
の
保
護
」
「
労
働
保
護

法
制
」
「
所
得
再
分
配
」
な
ど
の
言
葉
で
社
会
的
に
肯
定
さ
れ
て
い
た
も
の

が
、
新
保
守
主
義
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
は
、
「
社
会
保
障
の
寄
生
虫
」

「
労
働
組
合
の
特
権
化
」
「
非
能
率
」
な
ど
と
、
否
定
的
現
象
と
し
て
指
弾
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
新
た
な
人
民
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え

て
き
た
。
空
虚
な
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
論
理
を
適
用
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
右
翼

的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
分
析
で
き
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
よ
う
。
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